
• 航空機搭乗率
• バス乗車率
• 国別訪日外客数 等

• 多人数の誘客
• 誘客の底上げと時期の平準化
• 誘客新ターゲット・コンテンツ構築

 SDGs活動，新たなチャレンジ等を推進する仕組みづくりととも
に,活動に先行した魅力発信

徳島「まるごとパビリオン」基本計画概要

ロードマップ

徳島『まるごとパビリオン』（全県展開）計画 機運醸成・魅力発信計画

来館目標

徳島『まるごとパビリオン』資金計画

大阪・関西万博「とくしま活性化・魅力創出」方針

関西パビリオン内「徳島パビリオン」出展計画

徳島『まるごとパビリオン』事業推進計画

徳島パビリオン展示 約１３０㎡

1日・約2,300人×184日＝約４２万人（最大）

観
光
消
費
額
増
加

【基礎指標】 宿泊者２３０万人＋α 海外１０万人＋α

定
性
目
標

【地球に優しいＳＤＧｓライフスタイルの提案】

【リアル × バーチャル × 未来技術 によるシナジー展開】

【いのち・働き・にぎわいを創造！未来技術のショーケース】 【未来・新技術の実装フィールド】

【進取の気質に富む観光・ビジネス展開】

【ＳＤＧｓが息づく徳島発のライフスタイルの体験 】

【リアル×バーチャル×未来技術によるシナジー展開 】

GATEWAY

定
量
目
標

【万博を機に世界へ！「持続可能な未来社会」へ挑み続ける徳島の発信展開】

【リアル × バーチャル × 未来技術 によるシナジー展開 】

【共に生き,共に創る“県民総活躍の万博”としての機運醸成】

多様な人々をSDGsでおもてなしする「『お接待』文化・徳島」をまるごと体感
ＧＡＴＥＷＡＹ（ゲートウェイ）

～ to Tokushima, to Sustainable Future ～

コンセプト 万博は「ゲートウェイ」、徳島「まるごとパビリオン」 ～ 県民が参画し、県民が創る万博 ～

万博会場において「人・モノ・コト・情報」の流れを迎え入れる徳島への「ゲー
トウェイ機能」を発揮し、多様な知恵や技能が集い循環する持続可能な徳島
をめぐる旅「Ｓ（Sustainable)ｰＴＲＩＰ」の紹介を地域・時間軸で展開

徳島の「人・モノ・コト・情報」が“まるごと”コンテンツであるとのコンセプトのもと、
古くから来訪者を迎えてきた「四国の玄関口」としての進取の気質を発揮し、
「くらし」と「自然」を持続可能とする気づきを得る「ＳｰＴＲＩＰ」を全県展開
そして、「サステナブルツーリズムといえば徳島」としてのレガシーを創出

多様な知恵・技能が集い循環する「ＳｰＴＲＩＰ」の目的地と
して、ＳＤＧｓをはじめとする取組を加速するとともに、世界中
からの来訪者を迎えるため、先行した情報発信を展開

• pLEDによる空中タッチの技術等、次世代"光"を活用した展開
• ８K医療、スマート農林水産業、i-Construction等の遠隔体験

• AR・ＶＲなどの技術と各自のデバイスを活用した地域コンテンツ体験展開
• 世界初リアルタイムＶＳＲ等の技術を活用したバーチャル観光体験

• 阿波藍、県産材の活用等、徳島に息づく伝統文化と暮らしを感じる
会場展開

• 水素グリッド、ゼロウェイスト等、地球規模の課題に対応する未来を体感
• 産地直送の県産品とストーリーの発信による食・物産の発信展開
• 食用コオロギの活用等とテクノロジーによりSDGs達成に貢献する

新たな「食」の体験

• 徳島の多彩な地域の特色を発信する季節に合わせた企画展の展開
• 催事スペースを活用し展示や他パビリオンとの連携催事の実施
• メタバースを活用した「徳島パビリオン･デジタルツイン」によりあらゆる主体

が参画するインクルーシブ展開

【展示の体験構成】

「S-TRIP」 を体験コンセプトに、徳島が育んできた伝統から今（リ
アルタイム）、そして、「人・モノ・コト・情報」が循環することで実現させて
いく「サステナブルな未来」を表現

• 徳島発！未来技術「Beyond ５G」関連技術を実装・実演
• 高等教育機関による科学体感フェスティバル
• 「水素グリッド構想」による水素・脱炭素関連施設への誘客促進
• 「キュウリロボット」など新滞在コンテンツとアワーケーション多面展開による長期滞在促進
• ＤＭＶによるオリジナル移動体験のコンテンツ化

• とくしま「まるごとマチ★アソビ」として、県内全体で関連イベントを開催
• 阿波人形浄瑠璃、神代踊りなどあわ文化、無形遺産などの総合文化フェスティバル
• 県内事業者と全国からの出展者が集まる「食の博覧会」の開催
• 万博をフックとした国際会議や教育旅行の誘致・開催

• 徳島の強みを活かした「サステナブル・ツーリズムの実装」と「新たな観光ブランディング」
• SDGsに取り組む産地や生産者を巡るSDGs農村生産者体験ツアー展開
• 生産から消費までＳＤＧｓの視点による阿波ふうど体感の場の展開
• ベジタリアンやハラールなどに対応した飲食店拡大など、フードダイバーシティの展開

• 新たな海上交通や 「とくしＭａａＳ構築」による安心、快適、簡単周遊
• 「とくしまバーチャルパビリオン」の全県展開や企業バーチャル見本市による

「インクルーシブ万博」実現

【誘客に向けた展開】 挙県一致体制で徳島県を１８４日間楽しむ「まるごとパビリオン」化

• 旅行会社への営業等により訪日外国人を誘導する「ＥＸＰＯ旅行商品」の造成
• BtoB、BtoCの各種特典を設定する「まるごとパビリオン・インセンティブ」の造成
• 多彩な取組を「まるごとパビリオンコンテンツカレンダー」として展開（別添）
• コンテンツの「ターゲット別」整理とアクセスの整理（別添）

• 万博を契機とした徳島発ピクトグラム等による街全体を装飾する
シティドレッシング

• 食文化のコラボやナショナルデー連携など徳島版ホストタウン展開
• 来訪者を受け入れおもてなしを続ける人材の育成

• 次代の情報コミュニケーション基盤「メタバース」による先行した魅力発信
• 伝統を守り、引き継ぐ地域の“人”のストーリーを魅力として情報発信
• ワンストップ型ポータルや万博会場、SNS等による網羅的な発信展開

• 阿波おどり、アニメ等、多彩なコラボの「とくしまバーチャルパビリオン」展開
• 「メタバース内コンシェルジュ」をはじめ多様な人材の雇用機会の創出
• 万博本体のシグネチャーパビリオンなどと連携した展開

テーマ

基本的な考え方

目 標

コンテンツ

基本的な考え方

テーマ

目 標

コンテンツ

基本的な考え方

テーマ

目 標

コンテンツ

徳島パビリオン、催事において特典を提供する協賛の仕組みを構築。

徳島パビリオンにおいて展開する展示物等の提供などの「協賛
システム」を構築し多彩な主体が、協賛品の提供のみではなく、
「制作→展示→回帰」というプロセス自体に参画し、万博・徳島
双方向での価値の循環を創出するプロジェクト」を展開

【サステナブルスポンサーシップＰＲＯＪＥCＴ 】

まるごと
パビリオン

基本計画
Ｐ9～22

基本計画
Ｐ23～34

基本計画
Ｐ35～39

基本計画
Ｐ40

徳島パビリオン展示レイアウト・コンテンツ（別添）

“県民が参画し、県民が創る万博”として徳島で生かされる

「自然」、｢人・モノ・コト」が「まるごと輝く」発信展開！

 Webサイトへのアクセス数

 機運醸成等の取組への参加人数

 話題性やSNSでの投稿量など盛り上がりの指標を関連事業

のKPIとして設定

1
基本計画
Ｐ42

•

•

•

航空機利用者（東日本東日等 ・ • 訪日団体旅行 →東アジア

• FIT（海外個人旅行）→欧米

• 航空機利用（東日本、九州等） ・ＭＩＣＥ・教育旅行を含む

• バス利用（関西・中四国等）

• 航空機利用者 （東日本、九州等） • MICE,出展関係者
▶ファミリー （子供を中心に魅力発信と参画機会の創出） ▶ビジネス （SDGｓに関心が高い層へのアプローチ） ▶インバウンド（長期滞在者への発信）

ターゲットターゲット ターゲット ターゲット

議題１



関西パビリオン建築計画の概要

関西パビリオンに参加する府
県は、大阪・関西万博の開催
地を中心として取り囲むように
立地しており、これらを地理的
な並びで配置

来場者は、メイン出入口から中
央の関西スペースに入り、そこか
ら訪れたい府県の展示スペース
に引き込まれるレイアウトとする

【夜間（鳥瞰図）】

【昼間（遠景）】 【内部（エントランス）】

【内部レイアウトイメージ）】
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スぺースを一方向で順路を回る動線とし、パーソナライズな体験から複数の方まで体験できる構成

徳島パビリオン展示コンテンツ構成

Lay out 

3

Beyond 5G/pLED



Entrance 

 GATEWAYを想起させるドア型モニター

 地域コンテンツＰＲビジョン

 ホログラムによるコンセプトワード

パビリオンのテーマ「GATEWAY ～to Tokushima ,
to sustainable future」をホログラムで展開

来場者がGATEWAYを想起させる扉を開くことで、透過モニ
ターを通して、阿波おどりや四国遍路の「お接待」に象徴される
おもてなし文化を体感していただくゾーンとして展開

両サイドの壁にビジョンを設置し、工芸品、名産品等の地域コ
ンテンツのＰＲ映像を放映、他エリアと連動し、期間毎に展示
替えを実施

【滞在15分】※エントランス、メインフロアあわせて

4



Main Floor １

 メタバース活用による市町村等の地域の企画展示

エントランスを抜けると、コンセプトである「S-TRIP」を時系列
でコンテンツを展開
来場者に徳島の過去（伝統・歴史）→現在→未来を体感

自然、伝統を守る「人」を等身大でコンタクト出来るコーナーを設置

企画展示エリアにおいては、来場者が自身のデバイスを活用し、
メタバース空間上の「徳島デジタルツイン」やARにより、市町村を
はじめ地域コンテンツを体感

 徳島伝統文化職人紹介用ドア型モニター

【滞在15分】※エントランス、メインフロアあわせて

遊山箱の中において、ＡＲの設置やＮＦＴの取得など、
来場者自身のデバイスにより「伝統文化」を体感できる情報
ステーション

 遊山箱型情報ステーション

5



6

徳島パビリオンのお土産として、地域のくらしに裏付けされた
旬の農作物等のお接待スペースを設置し、フードツーリズム
と連携

最後は、徳島パビリオンを疑似体験した後に、徳島県ツアーが
可能なコーナーを設置。ＡＩ案内の設置など、GATEWAYで
あるパビリオンを体感いただいた来場者が、最後に実際の徳島
の旅をその場で設計

 徳島誘客タッチパネル

 徳島名産食材おもてなしコンテンツ

 「Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ」の最先端技術を紹介

次世代”光”や８Ｋを活用した遠隔医療など、徳島で先駆的
に取り組む技術を展示

Main Floor ２ 【滞在15分】※エントランス、メインフロアあわせて



バーチャル観光エリア（徳島の“今”体験）

【現在】
県内を「東部」「南部」「西部」の３エリアに分け、
世界初リアルタイムＶＳＲを活用し徳島の「今」を体感で
きる没入型バーチャル観光を展開

 ＶＳＲ（仮想超解像度）観光

（阿波おどり、渦潮、大塚国際美術館など）

【滞在 1エリア１組 ３分】
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360°８Ｋシアター

【過去・現在・未来】
1950年から2025年、ＳＤＧｓ達成目標の2030年を経て、カーボ
ンニュートラルの目標2050年まで、過去から現在、未来技術が活用さ
れる徳島の「未来の姿」までをパノラマで紹介。
→通信の未来（ｐLED・次世代“光”）、農業(食)の未来（コオロギ
食、スマート農林水産業）、いのちの未来（遠隔医療）などを映像化
→メインフロアではリアル体験

 360°８Ｋシアター（タイムトラベルツアー）

常設展（徳島の“過去・現在・未来”体験）

【滞在１組 5分】

8



9

まるごとパビリオン別添資料

コンテンツターゲット整理

ファミリー ビジネス インバウンド

1 徳島発！未来技術の「見える化」を体感 ○ ○

2 高等教育機関による科学体感フェスティバル ○

3 「水素グリッド構想」による水素・脱炭素関連施設への誘客促進 ○ ○

4 「とくしま４Ｋ＋ＮＥＸＴ～４Ｋ・ＶＲ徳島映画祭」 ○

1 オーダーメイド型の「アワーケーション」の推進 ○ ○ ○

2 徳島発の取組みを活かした滞在・移住促進 ○ ○ ○

3 「サステナブル集落」の創造 ○ ○

1 ＤＭＶによるオリジナル移動体験のコンテンツ化 ○ ○

2 大鳴門橋の自転車道化を見据えたサイクルツーリズム展開 ○ ○

3 水都・徳島ならではの水上タクシー運行 ○ ○

1 とくしま「まるごとマチ★アソビ」として、県内全体で関連イベントを開催 ○ ○

2 各地域の象徴となるイベントの展開 ○ ○

3 「あわ文化」発信・地域交流活性化の展開 ○ ○

4 「食の博覧会」の開催 ○

5 万博テーマ関連イベントの開催と認証 ○ ○

1 「徳島ビジネスチャレンジメッセ」の新展開 ○

2 「食の輸出」による誘客・海外ビジネスの推進」 ○

3 サテライトオフィスの誘致の万博展開 ○

1 教育旅行誘致の推進 ○

2 国内会議・各種教育イベント・講演 ○

3 国際会議 ○ ○

未

来

・

新

技

術

の

実

装

フ

ィ

ー

ル

ド

　「未来を感じる」体験コンテンツ展開

　通信環境充実(Wi-Fi,5G)でワーケーション等｢長期滞在の促進｣

　移動自体の観光コンテンツ化による「快適な周遊」

進

取

の

気

質

に

富

む

観

光

・

ビ

ジ

ネ

ス

展

開

　あわ文化,サブカルチャー等「にぎわいコンテンツ」による誘客促進

　リアル・バーチャルでの商談会,体験視察等，「新ビジネス」展開

　万博会場と連携し，国際会議，教育旅行等の「MICE等誘致」

ファミリー ビジネス インバウンド

1 サステナブルツーリズムの強力展開 ○ ○ ○

2 持続可能な観光地の国際認証体制の推進 ○ ○ ○

3 ＥＳＤコンテンツの充実展開 ○ ○ ○

1 SDGs農村生産者体験ツアー展開 ○ ○ ○

2 オープンファクトリーの展開 ○

1 阿波ふうどを体感できる場｢まるごと徳島ダイニング｣の展開 ○ ○

2 フードダイバーシティの展開（万博からの人の受入れ体制整備） ○ ○

3 サステナブルフードの魅力発信 ○ ○ ○

1 「とくしＭａａＳ構築」による安心、快適、簡単周遊 ○ ○ ○

2 「新たな海上交通」の導入 ○ ○ ○

3 シャトルバス・チャーター便の運行 ○ ○ ○

1 メタバース「とくしまバーチャルパビリオン」による魅力発信 ○ ○

2 とくしまバーチャル見本市 ○ ○

3 全県メタバース構想の推進 ○ ○ ○

リ

ア

ル

×

バ

ー

チ

ャ

ル

×

未

来

技

術

に

よ

る

シ

ナ

ジ

ー

展

開

　MaaSでの2次交通充実等,未来技術による「アクセスの利便性向上」

「メタバース上での観光・文化体験等」コンテンツ展開

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

が

息

づ

く

徳

島

な

ら

で

は

の

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

の

体

験

　来訪者と地域が交流しSDGsを巡り・学ぶ旅「S-TRIP」を強力展開

　地域に受け継がれた伝統を守る生産者、ものづくりマイスターなど徳島が誇る「人」を巡る旅の展開

　海山川豊かな自然が育む「阿波ふうど」を、食の生産から消費まで堪能できるSDGsの視点での「食メニュー」を発信・展開

ＱＲ
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全県展開ラインナップ（仮案）制作

コ
ン
テ
ン
ツ
全
県
調
査

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
終
了

徳島まるごとパビリオン進捗ロードマップver.2023

プ
レ
²万

博
in

 東
京

プ
レ
²万

博

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
事
務
局
（
案
）

プレ²万博準備

ラインナップ（原案）の
ブラッシュアップ検討

有効性検証・改善

第
5

回

挙
県
一
致
協
議
会

最終調整

ま
る
ご
と
パ
ビ
リ
オ
ン

～PlanフェーズからOperationフェーズへ～

リハーサル

プ
レ
万
博
開
催
（
6

ヶ
月
間
）

第
４
回

挙
県
一
致
協
議
会

検
証

徳
島
パ
ビ
リ
オ
ン

• 各主催者・

関係機関調整

• コンテンツの分類分け

（メイン,認証等）

• 周遊プラン（案）

造成作業 等県市
町
村

団
体
等

機
運
醸
成

魅
力
発
信

F
R

a
U

万
博
期
待
号
発
行

東
京M

X
 F

R
a
U

映
像
発
信
開
始



万
博
開
幕
２
年
前



万
博
開
催

５
０
０
日
前

万
博
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

実施設計 展示･構造物製作 工事

パビリオン
図面作成

• 展示物製作

• 構造物（壁等）製作

機材手配

設置確定機材手配

搬入

･基礎･設備
･内装･検証 最

終
リ
ハ
ー
サ
ル

• 184日間のコンテンツ全体の詳細計画

• ハード系 基本設計

基本設計ハ
ー
ド

機
器
調
達

コ
ン
テ
ン
ツ

設置機材検討

• 機材検討・試験

• 運用確認

プランニング

• 放映映像等の企画



万
博
開
幕
１
年
前



万
博
開
幕
１
０
０
日
前

（プレ²万博の結果を受け
ラインナップ案のとりまとめ）
• 周遊ルートの改善
• メインイベントの強化等
• 経済効果の算出

プロモーション



万
博
前
売
券
開
始
（
未
確
定
）

(

ま
る
ご
と
パ
ビ
リ
オ
ン

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
原
案
）

(

ま
る
ご
と
パ
ビ
リ
オ
ン

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
決
定
）

撮影（季節毎の年間映像） 編集

検
証

反
映

基本設計において
トータルで検討

第１
四半期

第２
四半期

第3
四半期

第４
四半期

議題２
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